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	応用
	抗原情報
	背景
	骨形成タンパク質（BMP）受容体は、膜貫通型セリン/スレオニンキナーゼのファミリーであり、I型受容体BMPR1A、BMPR1B、およびII型受容体BMPR2が含まれます。これらの受容体は、アクチビン受容体ACVR1およびACVR2とも密接に関連しています。これらの受容体のリガンドは、TGF-βスーパーファミリーのメンバーです。TGF-βおよびアクチビンは、2つの異なるタイプのセリン（スレオニン）キナーゼ受容体（約50～55 kDのタイプI受容体と約70～80 kDのタイプII受容体）とのヘテロ多量体複合体の形成を介してシグナルを伝達します。タイプII受容体は、タイプI受容体が存在しない場合でもリガンドに結合しますが、シグナル伝達には対応するタイプI受容体が必要です。一方、タイプI受容体は、リガンド結合に対応するタイプII受容体が必要です。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	BMPR1A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	BMPR1A マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	BMPR1A マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。

